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一
月
二
十
一
日
付
け
で
宮
崎
県
知
事
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
河
野
俊
嗣
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、本
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
に
つ
き
ま
し
て
は
、

我
が
国
の
畜
産
を
守
る
と
い
う
強
い
決
意
の
下
、
関
係

者
の
御
尽
力
に
よ
り
県
内
で
封
じ
込
め
、
終
息
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い

励
ま
し
や
御
支
援
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
口
蹄
疫
か
ら
の
再
生
・
復
興
を
果
た
す
と

い
う
決
意
で
歩
み
始
め
た
と
こ
ろ
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
や
新
燃
岳
の
噴
火
が
相
次
ぎ
、
地

域
経
済
や
県
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、宮
崎
は
再
び
厳
し
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
本
県
で
は
、
こ
れ
ら
危
機
事
象
へ
の
対
応
を
最

優
先
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か

に
も
、
経
済
・
雇
用
対
策
や
社
会
資
本
の
整
備
、
子
育

て
・
医
療
対
策
、
中
山
間
地
域
対
策
等
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、

県
民
の
皆
様
や
国
、
市
町
村
、
各
種
団
体
等
と
の
対
話

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
安
全
・
安
心
な

生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
で
き
う
る
限

り
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
本
県
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
す
る
こ
と

で
強
く
な
っ
た
県
民
の
〈
絆
〉
に
加
え
、
温
暖
な
気
候

や
豊
か
な
自
然
、
彩
り
豊
か
な
歴
史
風
土
、
個
性
と
魅

力
あ
ふ
れ
る
産
業
な
ど
、
多
く
の
潜
在
力
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
生
か
し
、
県
民
の
総
力

を
結
集
し
て
新
し
い
宮
崎
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
必
ず
や
素
晴
ら
し
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
か

ら
の
四
年
間
を
、
そ
の
基
礎
づ
く
り
の
期
間
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
三
つ
の
視
点
に
立
っ
て
、
明
日
の
宮
崎
の
礎

を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

一　

産
業
・
雇
用
づ
く
り

　

本
県
を
支
え
る
各
産
業
が
、
地
域
の
特
色
・
資
源
を

生
か
し
、
高
い
競
争
力
を
誇
る
力
強
い
産
業
と
し
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
や
医
療
な
ど
新
た
な
成
長
産
業
の
育
成
や
、
農
業

の
六
次
産
業
化
、「
食
の
王
国
み
や
ざ
き
」
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、民
間
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た「
オ
ー

ル
み
や
ざ
き
営
業
チ
ー
ム
」
に
よ
る
観
光
・
物
産
等
の

総
合
的
な
販
売
促
進
や
ア
ジ
ア
市
場
の
開
拓
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
域
資
源
の
発
見
と
地
域
間
交
流
を
促
進

す
る
「
宮
崎
を
知
ろ
う
！
百
万
泊
県
民
運
動
」
の
展
開
、

高
速
道
路
等
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

二　

人
財
づ
く
り

　

明
日
の
宮
崎
県
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
の
は
人
の

力
で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
。

宮
崎
は
「
日
本
一
の
子
育
て
・
子
育
ち
立
県
」
を
目
指

し
ま
す
。

　

宮
崎
で
生
ま
れ
育
ち
、
生
涯
に
わ
た
り
学
び
や
経
験

等
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
を
支
え
、
未

来
を
切
り
拓
く
「
人
財
」
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
環
境
づ
く
り
や
、
親

子
の
絆
を
深
め
る
教
育
な
ど
「
学
び
」
の
充
実
、
女
性

や
高
齢
者
の
活
躍
の
場
づ
く
り
、
多
様
な
主
体
に
よ
る

協
働
の
推
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

三　

く
ら
し
づ
く
り

　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
原
則
の
下
、
宮
崎
ら
し
い
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
世
代

間
交
流
や
地
域
の
絆
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
充
実
・
強
化
や
、
自
殺
や
犯

罪
、事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
、医
師
確
保
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
導
入
、
健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
等
、
地
域
医
療
・

福
祉
の
充
実
等
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、県
と
市
町
村
と
の
協
議
の
場
を
活
用
し
つ
つ
、

県
か
ら
市
町
村
へ
の
徹
底
し
た
分
権
を
推
進
し
、
九
州

各
県
と
の
広
域
的
な
連
携
の
推
進
等
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
六
年
前
に
赴
任
し
て
以
来
、
第
九
演
奏
会
や

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
宮
崎
で
の

生
活
を
満
喫
す
る
中
で
人
情
味
豊
か
な
県
民
性
に
触

れ
、
宮
崎
は
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
な
り
ま
し
た
。

愛
す
る
宮
崎
の
希
望
に
満
ち
た
未
来
に
向
け
、
今
後
と

も
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

知
事
略
歴

昭
和
三
十
九
年
九
月
八
日　

広
島
県
生
ま
れ

昭
和
六
十
三
年
三
月 

東
京
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
六
十
三
年
四
月 

自
治
省
入
省

平
成
五
年
四
月 

春
日
井
市
企
画
調
整
部
長

平
成
九
年
四
月 

 

埼
玉
県
総
合
政
策
部 

市
町
村
課
長

平
成
十
年
四
月 
 

埼
玉
県
総
合
政
策
部 

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
長

平
成
十
一
年
四
月 

埼
玉
県
総
務
部
財
政
課
長

平
成
十
六
年
四
月 

 

総
務
省
自
治
税
務
局
企
画
課

税
務
企
画
官

平
成
十
七
年
四
月 

宮
崎
県
総
務
部
長

平
成
十
九
年
二
月 

宮
崎
県
副
知
事

平
成
二
十
三
年
一
月 

宮
崎
県
知
事
に
就
任

宮
崎
県
知
事


